
【
森
づ
く
り
を
通

じ
た
環
境
へ
の
取

り
組
み
】

住
友
グ
ル
ー
プ
で
は
近
代

産
業
発
祥
の
地
、
愛
媛
県
別

子
銅
山
周
辺
の
植
林
を
初

め
、
早
く
か
ら
緑
化
事
業
に

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
住
友
ゴ
ム
で
は
下
村
彰

男
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の

指
導
で
「
種
か
ら
苗
を
育
て

植
樹
」
を
基
本
理
念
に
「
ど

ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
、
社
員
の
全
員
参
加
で
緑

化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
４３
万
個
の
ど
ん
ぐ
り

を
集
め
工
場
敷
地
内
な
ど
で

育
成
。
地
域
住
民
や
自
治
体

と
の
連
携
も
広
げ
、
毎
年
２

万
本
ず
つ
１０
年
間
で
２０
万
本

の
植
栽
を
目
指
し
ま
す
。
２５

年
後
、
全
工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

年

間
排
出
量
を
す
べ
て
吸
収
可

能
に
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
国
土
交
通
省

と
、
六
甲
山
の
土
砂
災
害
防

止
に
役
立
つ
「
住
友
ゴ
ム
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
森
」
づ
く
り
に

励
む
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

【
事
業
活
動
に
お

け
る
環
境
へ
の
取

り
組
み
】

工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

や
大
気
汚

染
物
質
削
減
の
た
め
、
重
油

か
ら
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転

換
を
推
進
し
て
お
り
、
１２
月

の
宮
崎
工
場
で
、
国
内
全
タ

イ
ヤ
工
場
の
導
入
が
完
了
し

ま
す
。

ま
た
、
発
電
廃
熱
を
有
効

利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
積
極
的

に
導
入
し
て
い
ま
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
も
推

進
。
０８
年
３
月
、
国
内
外
の

関
係
会
社
を
含
む
主
要
製
造

会
社
、
全
工
場
で
、
廃
棄
物

埋
め
立
て
１
％
未
満
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
業
界
で
初

め
て
達
成
し
ま
し
た
。

【
技
術
開
発
に
よ

る
環
境
へ
の
取
り

組
み
】

発
売
中
の
エ
コ
タ
イ
ヤ

「
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
９７
」
は

石
油
外
天
然
資
源
の
使
用
を

９７
％
に
高
め
た
新
し
い
環
境

対
応
商
品
。
従
来
に
比
べ「
転

が
り
抵
抗
」
が
３５
％
低
く
燃

費
も
低
減
。
大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
用
タ
イ

ヤ
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
６

７
８
Ｋ
」も
、転
が
り
抵
抗
３８

％
低
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
「
つ
く
る
と

き
・
廃
棄
す
る
と
き
」
は
石

油
外
天
然
資
源
、
省
資
源
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
に

配
慮
▽
「
使
う
と
き
」
は
低

燃
費
に
加
え
安
全
・
快
適
で

あ
る
こ
と
を
厳
守
｜
と
定
め

た
環
境
配
慮
商
品
の
開
発
自

社
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。

０９
年
以
後
の
国
内
市
販
用

タ
イ
ヤ
は
す
べ
て
こ
の
基
準

を
満
た
し
、
海
外
市
販
用
も

１０
年
か
ら
順
次
、
基
準
に
合

格
し
た
低
燃
費
タ
イ
ヤ
を
投

入
。
今
後
数
年
で
低
燃
費
タ

イ
ヤ
新
商
品
を
相
次
ぎ
市

販
。
１３
年
に
究
極
の
「
１
０

０
％
石
油
外
天
然
資
源
タ
イ

ヤ
」
▽
１５
年
に
「
５０
％
転
が

り
抵
抗
低
減
タ
イ
ヤ
」
の
商

品
化
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
一
大
き
な
島
、
新
潟

県
・
佐
渡
。
９
月
２５
日
、
四

半
世
紀
の
時
を
超
え
２７
年
ぶ

り
に
１０
羽
の
ト
キ
が
空
に
舞

っ
た
。
絶
滅
か
ら
の
再
生
。

２
０
１
５
年
ま
で
に
６０
羽
の

野
生
定
着
を
目
指
す
「
試
験

放
鳥
」
の
第
一
歩
だ
。
人
と

野
生
生
物
が
共
存
す
る
環
境

回
復
へ
の
壮
大
な
実
験
が
始

ま
っ
た
。

日
本
風
景
街
道
「
佐
渡
國

し
ま
海
道
」
は
３
エ
リ
ア
５

ル
ー
ト
あ
る
が
、
代
表
格
は

小
佐
渡
東
部
エ
リ
ア
の
ト
キ

街
道
だ
。
佐
渡
は
昔
か
ら
遠

流
の
地
。
貴
族
ら
が
伝
え
た

王
朝
文
化
▽
世

阿
弥
の
足

跡

（
古
代
・
北
陸

道
）
な
ど
中
世

武
家
文
化
▽
金

山
・
銀
山
の
道
（
中
山
街

道
）
が
象
徴
す
る
江
戸
文

化
。
歴
史
遺
産
に
加
え
日
本

海
の
荒
波
に
も
ま
れ
た
海
岸

線
（
外
海
府
）
な
ど
観
光
資

源
は
豊
富
だ
。
金
山
・
銀
山

も
世
界
遺
産
へ
の
登
録
に
向

け
て
運
動
中
だ
。

だ
が
、
ト
キ
の
飛
翔
復
活

は
衝
撃
的
だ
。
農
薬
の
な
い

棚
田
こ
そ
ト
キ
の
生
息
条

件
。
環
境
問
題
の
象
徴
と
し

て
、佐
渡
へ
の
視
線
は
熱
い
。

ト
キ
街
道
は
「
う
み
道
・

や
ま
道
・
さ
と
道
」
の
３
ル

ー
ト
。「
佐
渡
國
し
ま
海
道
」

会
長
、
計
良
（
け
ら
）
武
彦

さ
ん
（
６８
）
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ト

キ
ど
き
応
援
団
」
の
団
長
で

も
あ
る
。
ト
キ
の
餌
場
の
ビ

オ
ト
ー
プ
作
り
な
ど
、
野
生

復
帰
や
保
護
を
支
援
す

る
。
「
日
常
の
中
で
ト

キ
と
共
生
し
、
無
理
せ

ず
活
動
を
続
け
る
に
は

時
々
の
応
援
で
い
い
」

と
名
付
け
た
。
賛
助
会

員
は
「
ト
キ
た
ま
応
援

団
」
だ
。

電
機
メ
ー
カ
ー
を
定

年
後
、
８
年
前
に
東
京

か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
。
島
で

の
本
業
は
そ
ば
屋
だ

が
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
忙
し
い
。
朱
鷺

（
と
き
）
検
定
に
合
格
、
ト

キ
を
主
体
に
島
の
観
光
を
案

内
す
る
ト
キ
ガ
イ
ド
に
も
認

定
さ
れ
た
。
「
雪
や
寒
さ
で

餌
が
取
り
に
く
く
な
る
冬
場

を
１０
羽
は
無
事
に
乗
り
切
れ

る
か
」
。
計
良
さ
ん
は
心
配

で
た
ま
ら
な
い
。

事
務
局
の
平
原
匡
さ
ん

（
３１
）
は
新
潟
県
上
越
市
出

身
。
大
学
の
専
攻
が
古
い
建

築
の
研
究
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
佐
渡
文

化
財
研
究
所
の
事
務
局
長
。

能
舞
台
な
ど
の
調
査
で
佐
渡

に
住
み
着
い
た
。
村
々
に
伝

統
芸
能
が
根
付
い
て
お
り
、

能
舞
台
も
３２
カ
所
が
残
る
。

今
は
本
業
以
上
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
町
の
無
料

休
憩
所
「
寄
れ
っ
茶
屋
」
を

充
実
し
た
い
。
「
寄
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
の
佐
渡
方
言
が

「
寄
れ
っ
ち
ゃ
」
。
公
衆
ト

イ
レ
が
少
な
く
冬
は
閉
鎖
が

多
い
。
「
民
家
に
気
軽
に
寄

っ
て
休
憩
で
き
る
�
小
さ
な

道
の
駅
�
に
育
て
た
い
」

市
報
で
呼
び
か
け
た
ら
応

募
が
多
く
、
目
印
の
の
ぼ
り

が
あ
る
家
は
、
約
４０
カ
所
に

も
増
え
た
。
平
原
さ
ん
は

こ
の
制
度
、
仕
組
み
を
も

っ
と
島
お
こ
し
に
活
用
出

来
な
い
か
、
と
考
え
て
い

る
。高

橋
忠
さ
ん
（
６５
）
ト

シ
子
さ
ん
（
６５
）
夫
妻
の

家
も
「
寄
れ
っ
茶
屋
」
に

登
録
。
盛
岡
市
で
建
築
会

社
に
勤
め
、
定
年
で
３
年

前
に
移
住
。「
旅

行
で
佐
渡
が
気

に
入
っ
た
。
海

を
見
て
い
る
と

安
ら
ぐ
」
。
奥

さ
ん
も
「
旅
行
中
に
困
っ
た

時
、
親
切
に
さ
れ
る
と
と
て

も
う
れ
し
い
。
だ
か
ら
応
募

し
た
。
想
像
以
上
に
い
ろ
ん

な
人
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ

る
」
と
、
お
茶
や
手
作
り
菓

子
で
も
て
な
す
の
が
楽
し
み

だ
。「

寄
れ
っ
茶
屋
」
の
発
案

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
の
島
研
究

室
代
表
の
十
文
字
修
さ
ん

（
４８
）
も
、
神
奈
川
で
の
役

所
勤
め
を
辞
め
「
人
生
の
後

半
は
別
の
世
界
で
過
ご
し
た

い
」
と
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
。「
佐

渡
島
無
限
海
道
…
海
辺
の
昔

・
い
ま
・
未
来
に
出
合
う
島

一
周
の
道
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
活
動
に
参
加
し
た
。

推
奨
す
る
の
は
外
海
府
の

海
岸
線
。
井
上
靖
が
随
筆「
佐

渡
の
海
」
に
「
日
本
で
一
番

美
し
い
海
岸
は
…
外
海
府
浦

一
帯
」
と
記
し
た
海
だ
。

住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
は
１１
月
、
住
友
ゴ
ム
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
環
境
方
針
を

発
表
。
経
営
の
最
重
要
課
題
と
し
て
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
、
と
表
明
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
」
と
Ｃ
Ｓ

Ｒ
基
本
理
念
に
定
め
、
地
球
環
境
や
社
会
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
を
目
指
す
活
動
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
は
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
∥
緑
化
▽
Ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
∥
事
業
環

境
負
荷
低
減
▽
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
∥
次
世
代
型
技
術
・
製
品
開
発
▽
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
∥

人
に
優
し
い
施
策
▽
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
∥
誠
実
、
で
す
。
今
回
の
環
境
方
針
発

表
は
、
環
境
へ
の
関
わ
り
が
密
接
な
活
動
の
具
体
的
内
容
や
目
標
を
示
し
た
も
の

で
、
以
下
が
主
な
内
容
で
す
。

新
潟
県

佐

渡

ト
キ

絶
滅

か
ら
の
再
生
「
佐
渡
國
し
ま
海
道
」

「ＧＥＮＫＩ」へ環境方針

外海府の景勝地・大野亀付近

「佐渡國しま海道」計良会

長（右）と事務局の平原さん

空
舞
う
ト
キ

帰
ろ
う
昔
の
島
に

Ｇｒｅｅｎ Ｅｃｏｌｏｇｙ Ｎｅｘｔ Ｋｉｎｄｎｅｓｓ Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ

トキが放たれた棚田。冬も水を張り、餌が取りやすいよう気を配る

７

さ
ら
に

放
鳥
後
、
飛
翔
す
る
ト
キ

「
君
の
名
は
」
の
ロ
ケ
地

と
い
う
景
勝
地
で
、
十
文
字

さ
ん
は
こ
れ
を
も
じ
っ
て
奇

岩
・
巨
岩
を
紹
介
す
る
「
岩

の
名
は
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
た
。

周
辺
の
山
に
は
杉
の
巨
木

な
ど
原
生
林
が
残
り
人
跡
未

踏
の
領
域
も
。
新
潟
大
学
が

管
理
し
て
入
山
制
限
す
る

が
、
無
断
立
ち
入
り
も
多

い
。「

佐
渡
國
し
ま
海
道
」
運

営
委
員
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
も
す
る
重
政
治
巳
さ
ん

（
６９
）
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
を

理
解
し
て
も
ら
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
」
と
、
自
然
保

護
と
の
両
立
に
苦
労
す
る
。

重
政
さ
ん
も
Ｉ
タ
ー
ン
移
住

組
み
だ
。

四
囲
が
海
だ
け
に
魚
介
類

は
新
鮮
で
、
特
産
の
牡
蠣（
か

き
）
や
寒
ブ
リ
は
今
か
ら
が

旬
。
魚
の
旨
い
土
地
は
酒
も

旨
い
。
佐
渡
市
ト
キ
め
き
濁

酒
特
区
（
ど
ぶ
ろ
く
特
区
）

の
制
度
を
使
っ
て
活
動
す
る

の
が
ト
キ
ガ
イ
ド
の
植
田
日

出
夫
さ
ん
（
６５
）。

ど
ぶ
ろ
く
が
作
り
た
く

て
農
家
民
宿
を
始
め
た
。

作
っ
た
酒
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
か
ら
、
寄
れ
っ
茶
屋
に

も
登
録
。
様
々
な
人
が
「
佐

渡
國
し
ま
海
道
」
活
動
を
支

え
る
。

「
エ
コ
の
島
で
ス
ロ
ー
ツ

ア
ー
を
！
」
。
伝
承
芸
能
や

文
化
が
あ
り
滞
在
・
体
験
型

旅
行
に
う
っ
て
つ
け
の
佐

渡
。
悩
み
は
「
伝
承
・
伝
統

芸
能
を
受
け
継
ぐ
世
代
の
減

少
」
と
い
う
。

で
も
「
島
の
内
外
で
い
ろ

ん
な
人
に
出
会
え
る
。
そ
ん

な
交
流
が
何
よ
り
楽
し
い
。

そ
れ
を
喜
び
に
島
お
こ
し
活

動
を
続
け
た
い
」
。
異
口
同

音
の
答
え
だ
っ
た
。

私
は
芸
人
と
政
治
家
の
感
性

は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、

目
の
前
の
人
々
に
何
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
瞬
時
に

察
知
す
る
能
力
が
そ
な
わ
っ
て

い
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
で

す
。２

０
０
０
年
に
大
学
に
入
り

直
し
、
政
治
と
の
関
わ
り
、
地

域
や
地
方
、
行
政
と
の
関
わ
り

合
い
を
、
ど
う
や
っ
て
持
つ

か
、
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
宮

崎
は
０５
年
の
台
風
１４
号
の
被
害

や
、
シ
ー
ガ
イ
ア
の
倒
産
、
官

製
談
合
な
ど
、
負
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
な
り
、ふ
る
さ
と
を「
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
。

背
中
を
押
し
た
の
は
高
千
穂

で
す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
い

う
こ
と
ら
し
く
、
霊
気
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
を
感
じ
ま
し

た
。政

治
家
に
な
っ
て
も
感
性
を

大
事
に
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
生
か
す
、
自
分
ス

タ
イ
ル
を
持
ち
続
け
た
い
。
自

分
ら
し
さ
を
軸
に
、
僕
独
自
の

ス
タ
イ
ル
は
見
失
わ
な
い
よ

う
、
持
っ
て
い
た
い
。

人
は
、
自
然
体
が
一
番
強
い

の
か
な
。
武
道
も
、
自
然
体
で

肩
の
力
を
抜
い
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
が
最
大
限
の
パ
ワ
ー
を
発
揮

で
き
る
。

い
つ
も
自
然
体
で
、
そ
の
ま

ん
ま
の
姿
勢
で
い
る
こ
と
が
、

一
番
い
い
こ
と
だ
、
と
信
じ
て

い
ま
す
。

政
治
で
は
「
改
革
と
か
変

革
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
伝
統
的
に

白
人
社
会
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
中
で
、
オ
バ
マ
氏
が
「
ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」
と
言
っ
た
。

自
分
が
、黒
人
が
、白
人
社
会

の
大
統
領
に
な
る
ん
だ
、
と
。

今
、
白
人
は
６０
％
強
だ
と
思

い
ま
す
が
、
人
種
の
る
つ
ぼ
ア

メ
リ
カ
で
、
自
分
が
ト
ッ
プ
に

な
る
こ
と
は
「
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ

ｅ
」
の
象
徴
で
す
。

非
常
に
胸
を
打
た
れ
、
感
動

し
ま
し
た
。
澄
み
切
っ
た
志
を

感
じ
、
僕
も
そ
う
し
た
心
で
い

た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。
「
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
い

う
の
も
、
い
わ
ば
「
ｃ
ｈ
ａ
ｎ

ｇ
ｅ
」
。
政
治

に
は
、
変
革
が

必
要
な
ん

で

す
。僕

は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
よ
く
走

り
ま
す
が
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン（
給
水
所
）と
い
う
の
が
非

常
に
大
切
で
す
。「
道
の
駅
」は
、

そ
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
、
と
思
い
ま
す
。
地
域
文
化

や
産
業
、
物
産
な
ど
の
紹
介
以

上
に
、
そ
こ
で
休
む
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
意
味
を
考
え
る
、

非
常
に
重
要
な
空
間
で
す
。

土
地
土
地
の
顔
、
空
気
、
吐

息
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
、

大
切
な
地
域
の
拠
点
。
「
道
の

駅
」
は
、
非
常
に
優
秀
な
制
度

で
、
僕
は
大
好
き
で
す
。

植
田
さ
ん
（
左
）
の
作
っ
た
ど

ぶ
ろ
く
を
見
せ
る
十
文
字
さ
ん

旅行者が気軽に立ち寄れる「寄れっ茶屋」

の高橋さん夫妻

トキの餌場、ビオトープの整備をす

るトキたま応援団のボランティア

私の道

自
然
体
の
パ
ワ
ー
、そ
の
ま
ん
ま
の
姿
勢
忘
れ
ず
に

ひ
が
し
こ
く
ば
る

ひ
で
お

５７
年
９
月
生
ま
れ
、
宮
崎
県
都
城
市
出
身
。
専
修
大
卒

後
、
ビ
ー
ト
た
け
し
に
弟
子
入
り
。
フ
ラ
イ
デ
ー
襲
撃
事
件
で
謹
慎
後
、
早
稲
田
大
学

第
二
文
学
部
や
政
治
経
済
学
部
で
地
方
自
治
な
ど
勉
強
。
０７
年
１
月
、
官
製
談
合
事
件

に
絡
む
前
宮
崎
県
知
事
の
引
責
辞
職
に
伴
う
出
直
し
知
事
選
に
無
所
属
で
出
て
圧
勝
、

初
当
選
。
趣
味
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
マ
ラ
ソ
ン
。

宮
崎
県
知
事

東
国
原

英
夫
さ
ん
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